
   

   

 

 

 

 

 

 

 

令和 7.年 6 月 26 日（木） 18:30～20:0０ 

伯耆町 農村環境改善センター 

 参加者 33 名（参加者 28 名、スタッフ 5 名） 

医師、薬剤師、保健師、看護師、社会福祉士、 

介護福祉士、介護支援専門員、認知症地域支援推進員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まめ・カフェとは？？ 

医療や介護、地域に関わる

私たちの仕事ってまめでな

ければつとまらない。 

「まめなかや？（元気です

か）」と、こまめな声かけ

が関係づくりの第一歩！…

多職種が気軽に集ってまめ

に話せる場所が欲しい☆ 

という声からできたのが、 

まめ・カフェです♪ 

南部箕蚊屋広域連合 

 

 

今回のまめ・カフェでは、認知症疾患医療センターでの取り組みなどに 
ついて紹介していただき、認知症の方やそのご家族への支援について学ぶ 
ことができました。 

軽度認知障害（MCI）や認知症は早期発見や早期対応が重要です。また、
相談窓口や本人グループなどの情報発信をするとともに、関係者で連携し 
支援を継続することも大切です。 

認知症になっても安心して過ごせる地域づくりをしていきましょう！ 

講演「認知症疾患医療センターの役割と連携について」 
 

講師：南部町国民健康保険 西伯病院  

認知症疾患医療センター 主幹社会福祉士 渡部 大輔氏 

第 23号 

 

・認知症疾患医療センターの取り組みや意見交換で

日頃の悩みを相談できてよかった。 

・認知症の方への支援にどのようなものがあるか 

知ることができた。 

・多職種で顔を合わせて意見交換できたことは、 

今後の連携に繋がると思いました。 

 

✿アンケート結果の一部をご紹介させていただきました 

会場の様子 
≪参加者の感想≫ 

ご協力ありがとうございました。 

次回も、皆さまのご参加をお待ちしております！ 
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